
令和７年度 第１回糸魚川市地域自立支援協議会次第 

 

 日時：令和７年 10 月 20 日（月）13:30～ 

 場所：糸魚川市役所 ２階 203・204 会議室 

 

 １ 開会 

 

 

２ 福祉事務所長あいさつ 

 

 

３ 報告・協議事項                                 

（１）今年度の取組みついて 資料№１  

 

 

 

（２）第７期糸魚川市ささえあいプランの進捗について 資料№２  

 

 

（３）第８期糸魚川市ささえあいプランの策定について  

        ・策定スケジュール  資料№３  

        

 ・市民アンケート、ニーズ調査 資料№４  

 

（４）第 4 次総合計画策定の意見について 資料№５  

    

 

（５）意見交換・情報交換 

 

 

 

４ その他（報告事項） 

 

 

 

５ 閉会 



  
 

「糸魚川市地域自立支援協議会」 令和６年度の取組内容と令和７年度の取組内容 

 

区分 

(協議会,各部会) 
令和６年度取組内容 各区分における課題・懸案事項 令和７年度の取組内容 

相談支援部会 

 

・相談員連絡会議     

・地域検討会 

 
⑴ 地域検討会（年10回）の実施 
・市内の全事業所から（１回あたり２事業所）話題提供してもらった。 
・グループワークにて対応策等の検討を行った。 
・提供された内容は後日相談員連絡会議で地域課題として検討を行った。 
⑵ 相談員連絡会議の実施（月１回） 
・福祉事務所、各相談員からの情報共有。 
・相談員から事例をあげての事例検討を実施 
・各部会からの取組報告を行ったが、課題の検討までに至らなかった。 
⑶ 地域生活支援拠点の見直しを実施。 
・外部講師による研修会を実施。 
・地域生活拠点についての見直しと効果的な在り方について検討を実施。 
⑷ 研修会の実施（２回済） 
・令和６年７月１９日：「地域生活拠点の振り返りと今後の視点」 
・令和６年１１月２２日：「意思決定支援」・令和７年２月２８日：「介護移行について」 

⑴ 相談窓口の充実・強化 

・基幹相談支援センターの検討など 

⑵ 途切れのない相談支援 

・関係機関のネットワーク化により、乳幼児期か

ら高齢期まで途切れない支援 

⑶ 地域生活支援拠点の活用 

 

 

⑴ 地域検討会の開催。（１～２ヶ月に1回） 

⑵ 相談員連絡会議の開催。（月2回） 

⑶ 地域生活支援拠点の振り返りと見直し。 

⑷ 基幹相談支援センターの検討。 

⑸ 研修会の開催。 

就労支援部会 

・糸魚川ライオンズクラブとの交流事業(障害者雇用企業の事例紹 

介とグループワーク)を実施。 

・交流事業を振り返り、地元企業が福祉に求める事の整理と今後 

の活動に向けた取組内容の検討。 

 

⑴ 企業等の障害者就労に対する理解促進・支援 

・地元企業との連携、制度の啓発 

⑵ 福祉的就労の支援とネットワークづくり 

・障害の特性に応じた就労支援の充実 

・ネットワークを活用した就労機会の確保と提供 

⑶ 就労に関する相談と支援 

・関係機関で連携した相談対応と特別支援学校

生徒等の進路への支援 

⑴ 糸魚川ライオンズクラブを軸に交流会を企画し、企業との交流と障害者雇

用の促進を図る（R7.6.6交流事業実施） 

⑵ 就労系サービスの利用状況（空き状況等）の共有、受注作業の依頼や問

い合わせ等の共有 

⑶ 就労に悩む方に向け、相談先を明確にした広告作成と掲示（ハローワーク

等にチラシ設置を検討中） 

こども療育部会 

⑴ わかりやすい相談窓口対応として、こども福祉のしおりについ 

て検討した結果、情報をコンパクトにまとめたチラシを作製。 

次年度以降小学校等で配布を計画。 

⑵ 途切れない相談支援体制の課題と対策について協議。 

 

⑴ 一貫したつながる療育 

・わかりやすい相談窓口、情報発信の必要性 

⑵ 家庭支援及び学校教育の充実 

 ・連携による途切れない相談支援体制づくりなど 

⑶ 子育て支援の充実 

 ・福祉サービス利用による安心した子育て支援や

経済的負担の軽減 

⑷ 医療的ケア児への支援 

 ・支援体制の連携強化 

⑴ わかりやすい相談窓口、途切れない支援体制の協議を継続。また、こども

の成長と共に変化するサービスや支援体制について、保護者が見通しを持て

る関り方の検討を行う。 

⑵ 送迎の問題など地域間でのサービス利用格差について課題整理。 

権利擁護部会 

権利擁護実務者会議に2回参加し、弁護士や司法書士などの 

専門職や高齢者支援の地域包括支援センター、県や市・県社協と 

糸魚川市の権利擁護の体制の実態や今後の体制づくりについて 

の意見交換を行った。 

⑴ 権利擁護支援のためのネットワークづくり 

⑵ 地域のニーズに対応した利成年後見制度利用

支援の充実 

⑶ 成年後見制度活用のための普及啓発 

⑷ 虐待防止対策の取組み 

⑴ 成年後見制度のための体制づくり 

⑵ 地域包括支援センターの社会福祉士部会との合同 

研修会などに参加し意見交換を行う。 

移動支援部会 

⑴ 移動支援事業による外出支援・社会参加について 

・過去の移動支援事業の支給事例からケース検討。 

・グループ型支援のニーズ調査。 

・ボランティアや地域支援等、共助による支援策の検討。 

⑵ 交通手段について 

・公共交通以外の移動手段について調査・検討。 

⑴ 移動支援事業による外出支援・社会参加の充実 

⑵ グループ型支援の検討 

⑴ 移動支援事業について 

・利用者の外出支援をスムーズに進めるため、移動支援事業の支給決定に

関するＱＡを支援者間で共有。 

・グループ型支援について他市状況を調査。 

・共助による支援が可能か検討。 

⑵ 交通手段の検討 

・公共交通の利用だけでなく、共助による移動に関する情報収集、検討。 

情報発信部会 

⑴ 市内小学校でこころのバリアフリー教室を開催 

（聴覚障害について１校、視覚障害について２校） 

⑵ 障害者アート展開催。 

・入賞作品の巡回展実施。 

・広報いといがわに入賞作品の写真等を掲載。 

⑶ ガイドマップ更新。 

⑴ 学校における障害理解の推進 

⑵ まちぐるみのバリアフリーの推進 

⑶ 障害者団体との協働 

⑷ ボランティアへの支援 

⑴ 市内小学校でこころのバリアフリー教室を開催（聴覚障害2校、視覚障害2

校） 

⑵ 障害者アート展の開催(障害者週間の啓発)及び事業所の紹介 

資料 №１  Ｒ7.10.8 現在  

Ｒ７第１回 糸魚川市地域自立支援協議会 

 

 
 



Ｒ７　第１回　糸魚川市地域自立支援協議会

第７期糸魚川市ささえあいプランの評価（福祉サービス取組状況）

Ⅰ　訪問系サービス

種　　類 単位 Ｒ６見込量 Ｒ６実績 令和６年度の状況

時間 570 596

人 60 55

時間 100 0

人 1 0

時間 53 69

人 9 8

時間 10 0

人 1 0

時間 0 0

人 0 0

Ⅱ　日中活動系サービス

種　　類 単位 Ｒ６見込量 Ｒ６実績 令和６年度の状況

人日 2,125 1,975

人 125 119

人日 10 0

人 2 0

人日 100 147

人 7 10

人日 80 163

人 3 6

人日 250 131

人 25 16

人日 450 396

人 25 22

人日 1,170 1,257

人 90 100

就労定着支援 人 10 9 概ね見込み通りの実績となっている。

療養介護 人 24 23 概ね見込み通りの実績となっている。

人日 125 171

人 50 51

人日 25 18

人 5 5

就労継続支援
（Ａ型）

就労移行支援

短期入所
(福祉型)

短期入所
(医療型)

就労継続支援
（Ｂ型）

自立訓練
（機能訓練）

生活介護

重度障害者等
包括支援

行動援護

自立訓練
（生活訓練・日中）

概ね見込み通りの実績となっている。

自立訓練
（生活訓練・夜間）

見込み量を上回る実績となっている。

見込量を下回る実績となっている。

見込量を下回る実績となっている。

見込量を上回る実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

実績なし

見込み量を上回る実績となっている。

実績なし

重度訪問介護

居宅介護

同行援護

実績なし

見込量を下回る実績となっている。

見込量を上回る実績となっている。

見込量を上回る実績となっている。

実績なし
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Ⅲ　居住系サービス

種　　類 単位 Ｒ６見込量 Ｒ６実績 令和６年度の状況

共同生活援助 人 47 56 見込量を上回る実績となっている。

施設入所支援 人 65 69 概ね見込み通りの実績となっている。

自立生活援助 人 1 0 実績なし

Ⅳ　相談支援

種　　類 単位 Ｒ６見込量 Ｒ６実績 令和６年度の状況

計画相談支援 人 80 86 見込み量を上回る実績となっている。

地域相談支援
（地域移行支援）

人 1 2 概ね見込み通りの実績となっている。

地域相談支援
（地域定着支援）

人 1 0 実績なし

Ⅴ　障害児支援（児童福祉法）

種　　類 単位 Ｒ６見込量 Ｒ６実績 令和６年度の状況

人日 105 89

人 70 48

児童発達支援センター 箇所 0 0

人日 0 0

人 0 0

児童発達支援センター 箇所 0 0

人日 272 550

人 40 53

人日 8 0

人 1 0

人日 0 0

人 0 0

障害児相談支援 人 25 20 概ね見込み通りの実績となっている。

 障害児入所施設※
（福祉型）

人

 障害児入所施設※
（医療型）

人

※　障害児入所施設については、指定都市のみ入力する。

保育所等訪問支援

医療型
児童発達支援

児童発達支援

居宅訪問型
児童発達支援

放課後等
デイサービス

見込み量を下回る実績となっている。

実績なし

実績なし

実績なし

見込み量を上回る実績となっている。



 

糸魚川市ささえあいプラン 

（第８期障害者計画・障害福祉計画、第３期障害児福祉計画） 

策定スケジュール（案） 

 

 

年月 内容 

令和８年１月～ ○計画策定にあたっての市民アンケート 

令和８年２月～３月 ○障害福祉ニーズ調査 

令和８年５月 ○令和８年度 第１回地域自立支援協議会 

（計画策定方針） 

令和８年 10月 

○計画素案の策定 

○令和８年度 第２回地域自立支援協議会 

（素案検討） 

令和８年 11月～12月 ○パブリックコメント 

令和８年 11月 ○県への意見聴取 

令和９年２月 
○令和８年度第３回地域自立支援協議会 

（パブリックコメントの結果検討、計画の確定） 

令和９年３月 
○市議会への報告 

○県へ計画を提出 

Ｒ９年度／４月 第８期計画スタート（Ｒ９～Ｒ１１年度） 
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市民アンケート実施要領(案) 

 

 

１ 調査の目的  

本調査は、第７期糸魚川市ささえあいプラン（以下「ささえあいプラン」

という。）の計画期間が令和８年度末に満了となることを受け、幅広く市民

の意識・意向を把握し、次期計画の基礎情報として活用するため、実施する

もの。 

 

２ 実施の方法 

（１）調査対象 

市内在住の 18歳から 70歳までの男女から、住民基本台帳及び外国人

登録原票に基づき、500人を無作為抽出 

 

（２）調査時期 

令和８年１月中旬～２月初旬 

 

（３）調査方法 

    アンケート調査票の配布は郵送で行い、回収は郵送もしくは Web 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



障害福祉ニーズ調査実施要領（案) 

１ 目 的  

 障害児者のサービスに対するニーズと充足度等を把握し、第７期糸魚川

市障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画(ささえあいプラン)の評価

および次期計画の基礎資料として活用する。 

 

２ 実施方法 

 ⑴ 調査対象 

   障害者手帳所持者 2,423(身体 1,605、知的 419、精神 399)人(令和 7 年

３月 31日現在)のうち身体障害者 200人、知的障害者、精神障害者を各 100

人、小児等の障害者手帳未所持のサービス受給者 50人程度を無作為抽出し、

アンケート実施。 

 

 ⑵ 調査方法 

・アンケート調査…調査票の配布は郵送で行い、回答は郵送または Web 

形式のいずれか任意で選択できるようにする。 

※身体障害者のうち視覚障害者には聴き取りでの調査を実施予定 

 



第８期糸魚川市ささえあいプランの策定のためのアンケート調査票(案) 

 

問１ あなたの性別を教えてください。 

１ 男性 ２ 女性 ３ その他 

問２ あなたの年齢を教えてください。 

１ 18歳～29歳 ２ 30歳～39歳 ３ 40歳～49歳 

４ 50歳～59歳 ５ 60歳以上  

問３ あなたのお住まいの地域はどこですか。 

１ 糸魚川地域 ２ 能生地域 ３ 青海地域 

問４ あなたは学生または会社員ですか。 

１ 学生 ２ 会社員（自営業含む） ３ それ以外 

 

問５ この３年間で、あなたやあなたの周囲で障害のある方への理解や差別の解消が

進んだと思いますか。 

 進んだ 
やや 

進んだ 

進んで 

いない 
わからない 

あなた自身 1 ２ ３ ４ 

家庭や地域 １ ２ ３ ４ 

職場（学校） １ ２ ３ ４ 

問６ 問５で「進んだ」、「やや進んだ」にひとつでも○をつけた方にお聞きします。 

障害への理解が進んだと思う理由は何ですか（複数回答可） 

１ パラリンピックなど障害のある方の活躍がよく紹介されるようなった 

２ 広報などで障害に関する理解を深める情報が充実してきた 

３ 学校などの福祉教育、障害のある子どもとの交流が充実してきた 

４ 企業での障害者雇用が増えてきた 

５ イベントや地域の行事等に障害のある人も参加するようになってきた 

６ 障害理解に関するイベント、講演会が定着してきた 

７ その他（                             ） 

 

 

 

 

資料№４ 



問７ 問５で「進んでいない」にひとつでも○をつけた方にお聞きします。      

理解が進んでいないと思う理由は何ですか（複数回答可） 

１ 障害に関する理解に必要な情報がまだ不足している 

２ 障害のある方が活躍できる職場の環境（制度や支援）が整っていない 

３ 学校などの福祉教育、障害のある子どもとの交流が十分でない 

４ 地域の中での交流がまだ不十分である 

５ その他（                             ） 

 

問８ あなたは、次の糸魚川市の施策や福祉サービスなどを知っていますか。 

 知っている 
言葉だけ聞い

たことがある 
知らない 

糸魚川市ささえあいプラン 
(障害者計画･障害福祉計画･障害児福祉計画 ) 

１ ２ ３ 

障害者総合支援法 １ ２ ３ 

障害者差別解消法 １ ２ ３ 

糸魚川市手話言語条例 １ ２ ３ 

障害者タクシー券、燃料券助成 １ ２ ３ 

高齢者・障害者おでかけパス 
(路線バス割引定期券) 

１ ２ ３ 

こころのバリアフリー教室 
(小学生、中学生対象) 

１ ２ ３ 

こころのバリアフリー講座 
(高校生対象) 

１ ２ ３ 

こころのバリアフリートーク 
(市民、市内事業所対象) 

１ ２ ３ 

障害者理解促進事業補助金 
(事業者等への合理的配慮に対する補助) 

１ ２ ３ 

市役所での手話通訳者設置 １ ２ ３ 

成年後見制度 １ ２ ３ 

新潟県おもいやり駐車場 １ ２ ３ 

ヘルプカード、ヘルプマーク １ ２ ３ 

 

問９ 障害者福祉について、ご意見・ご感想などありましたらご自由にお書きください 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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【団体の活動目的】 【課題解決に向けた今後10年間の具体的な取組（実施主体）】

糸魚川市に居住する障害児及び障害者が地域で安心して生活できるよう支援し、自立と社会参加を図ることを
目的とする

【団体の主な取組・活動内容】

年２回の糸魚川市地域自立支援協議会の開催
・障害者ニーズの把握及びその対応策の検討に関すること
・糸魚川市障害者福祉計画の評価及び見直しに関すること

【団体として考える糸魚川市における現状と課題】

・相談窓口の充実・強化を図るため基幹相談支援センターの検討が必要である
・企業等の障害者就労に対する理解促進・支援・地元企業との連携、制度の啓発が必要である
・一貫したつながる療育、わかりやすい相談窓口、情報発信の必要性が求められている
・権利擁護支援のためのネットワークづくり、成年後見制度のための体制づくりが必要である
・移動支援事業による外出支援・社会参加の充実、グループ型支援の検討が必要である
・学校における障害者理解の推進、まちぐるみのバリアフリーの推進が求められている

【参考指標（数値等）】 【取組の代表的な成果指標】

グループホームの利用者数　　　　　中間目標53人(R6)　R6実績57人　達成率107.5％
福祉施設から一般就労への移行者数　中間目標　6人(R6)  R6実績   7人   達成率116.7％
居宅介護サービス　　　　　　　　　見込量　 60人(R6)  R6実績55人　達成率   91.6％
相談支援サービス　　　　　　　　　見込量　 80人(R6)  R6実績86人　達成率107.5％
就労移行支援　　　　　　　　　　　見込量　 25人(R6)  R6実績16人　達成率   64.0％

【担当課意見欄】

第４次糸魚川市総合計画策定に関する意見シート

　糸魚川市では、これからのまちづくりの指針となる次期糸魚川市総合計画を策定するにあたり、市内で活動されている各団体の皆様から、日頃団体として
考えている課題や、今後のまちづくりに対するご意見を伺い、計画に反映することとしております。
　つきましては、この意見シートに団体としての意見をまとめていただき、糸魚川市福祉事務所までご提出くださいますようお願いいたします。

団体名 糸魚川市自立支援協議会

〒941-8501　糸魚川市一の宮１丁目２番５号　糸魚川市市民部福祉事務所　担当：渡辺　茂
ＴＥＬ　025-552-1511（内線2170）・ＦＡＸ　025-552-8250・E-mail　fuksuhi@city.itoigawa.lg.jp

担当課名 糸魚川市福祉事務所
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